
※大学授業や行事等により開催日やテーマを変更する場合があります。

広
報
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※スケジュールは変更になる場合があります。

附属ギャラリー「アートスペース嵯峨」 スケジュール

■『セルビア―日本（京都）交流展』
期 間
開館時間
休 館 日
主 催

：
：
：
：

2012年7月3日（火）～7月16日（月・祝）
10：00～18：00（最終日17：00まで）
無休
京都嵯峨芸術大学造形学科版画・油画分野

附属博物館 スケジュール

■『発見！大覚寺―旧嵯峨御所の出土品』
期 間
開館時間
休 館 日
主 催
協 力

：
：
：
：
：

2012年6月17日（日）～7月29日（日）
10：00～17：00
日曜日（但し、6月17日、7月29日を除く）
京都嵯峨芸術大学
旧嵯峨御所大覚寺門跡

本学関係者による展覧会情報

7

■日野田 崇　芸術学部造形学科／陶芸

 『“Fairytales ,Fantasy, and Fear”』
 会期：～7月7日（土）
 会場：Mint Museum of Craft+Design,Mint Museum Uptown （U.S.A.）

■小西 浩太　芸術学部造形学科／書道

 『現創会書展』
 会期：7月6日（金）～7月8日（日）
 会場：京都市美術館（京都）

［編集後記］ 日に日に暑くなる毎日ですが、みなさんいかかお過ごしでしょうか。さて、同誌面にもご
紹介しましたが、大学案内2013年が遂に完成しました。2013年度版は「短大」・「四大」そして
「Life&style嵯峨的生活」なる、学生生活にスポットを当てた学生本の3つが分冊になっています。
「短大」・「四大」は情報の分かりやすさ、見た目の上品さにこだわりました。学生本は短大イラスト
領域・神谷先生の描き下ろしイラストを誌面に構成し、かわいらしさや読みやすさを重視して制作
しました。在学生のみなさんがご覧になっても楽しめる内容になっていますよ！是非チェックしてみ
てくださいね。（総務課）

連続公開講座「京の美意識」スケジュール

あらし山びこスケジュール

本学附属図書館の児童書コーナー「あらし山びこ」では、近隣の小学生
や児童を対象に、季節に合わせた絵本の読み語りイベントを開催してい
ます。地域のみなさんと京都の文化を学び、ふれあう時を一緒に過ごしな
がら、子どもたちの読書の第一歩を応援しています。

四季をおりなす美しい景観に恵まれ、都として約1200年にわたる歴史の時
を刻んできた京都の独特の知恵や美意識について、毎回、各分野の第一線
で活躍されておられる講師をお招きして、ご講演いただいています（参加無
料）。また、ご希望の方には過去の講演録を販売しています（一冊千円）。

In format ion
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京
都
嵯
峨
芸
術
大
学

日　時：第3土曜日（8月､1月～3月除く） 13：00～
入場料：無料 参加自由
場　所：京都嵯峨芸術大学 罧原キャンパス「有響館」1階 附属図書館内

鳥居形松明
その謎解きと保存会活動

京都とモンゴル
（文化財修復の交流）

道具が語る人の思い
－嵯峨大念仏狂言の面と装束－

※いずれの回も14：20～有響館G401教室にて（参加無料）。
　お申込み・お問合せは文化事業部まで。TEL.075-864-7898

車折神社と富岡鉄斎

時代劇のかつら

山と森と水

■第71回 6月23日（土）
髙田 亘 ＜車折神社宮司>

■第73回 9月29日（土）
高井 和大 ＜貴船神社宮司>

■第74回 10月27日（土）
荒毛谷 潤 ＜鳥居形松明保存会 会長>

■第72回 7月14日（土）
山崎 浩彦 ＜有限会社 山崎かつら 専務取締役>

日本映画を支える小道具
■第76回 12月22日（土）
髙津 博行 ＜株式会社 髙津商会 代表取締役社長>

■第77回 3月23日（土）
芳野 明 ＜本学教授>

■第75回 11月24日（土）
小野村 勇人 ＜有限会社 彩色設計 代表取締役社長・本学卒業生>

回
２

３

４

日程
7月21日（土）

10月20日（土）

12月15日（土）

プログラム
60分

30分

30分

テーマ
かわ

みのり

ふゆ

回
２

３

４

日程
6月16日（土）

9月15日（土）

11月17日（土）

時間
13:00～13:30

13:00～13:30

13:00～13:30

京都嵯峨芸術大学広報 第41号　2012年6月1日発行　編集：京都嵯峨芸術大学 総務課　発行：学校法人 大覚寺学園 京都嵯峨芸術大学　info@kyoto-saga.ac.jp　

［ 絵本読み語り ］ ［ えほんとあそぼ ］

大学関連行事予定
Jun.2012 - Sep.2012

6月16日（土）・・・・・・■あらし山びこ［えほんとあそぼ］

6月17日（日）・・・・・・■オープンキャンパス

6月23日（土）・・・・・・■京の美意識「車折神社と富岡鉄斎」

7月6日（金）・・・・・・・■夏祭り（予定）

7月14日（土）・・・・・・■京の美意識「時代劇のかつら」

7月21日（土）・・・・・・■あらし山びこ［絵本読み語り］テーマ：かわ

7月27日（金）・・・・・・■オープンクラス

7月28日（土）・・・・・・■オープンキャンパス

7月29日（日）・・・・・・■オープンキャンパス

8月4日（土）・・・・・・・■前期授業終了

8月23日（木）～25日（土）・・■愛宕古道街道灯し

9月3日（月）～8日（土）・・■前期集中授業

9月15日（土）・・・・・・■あらし山びこ［えほんとあそぼ］

9月29日（土）・・・・・・■京の美意識「山と森と水」

9月30日（日）・・・・・・■オープンキャンパス



船越レディースのみなさんと会話を楽しみながら
絵付け制作中。　

仕上がった作品。原材料の雄勝石は
地元の屋根瓦に多く使われていました。
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東
日
本
大
震
災
被
災
地 

石
巻
市
雄
勝
町
・
船
越
の

瓦
礫
の
石
に
絵
付
け
し
て

オ
リ
ジ
ナ
ル
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
制
作

普
段
同
じ
大
学
内
で
勉
強
を
し
て
い
て
も
他
の
学
科
・
分
野
の
学
生
が
ど
ん
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
か
は
、な
か
な
か
見
え
な
い
も
の
。

実
技
実
習
の
他
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
日
々
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
近
い
よ
う
で
遠
い
、そ
ん
な
学
科
・
分
野
の
活
動
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

本
学
芸
術
学
部
造
形
学
科 

油
画
分
野
の
学
生
と
、東
日

本
大
震
災
・
被
災
地
の
ひ
と

つ
で
あ
る
石
巻
市
雄
勝
町

（
お
が
つ
ち
ょ
う
）・
船
越
の
お

母
さ
ん
チ
ー
ム「
船
越
レ

デ
ィ
ー
ス
」が
協
同
で
、瓦
礫

の
中
か
ら
拾
い
上
げ
た
雄
勝

石（
お
が
つ
い
し
）に
絵
付
け
を

し
、オ
リ
ジ
ナ
ル
ペ
ン
ダ
ン
ト
、

ス
ト
ラ
ッ
プ
を
作
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
が
4
月
18
日（
水
）

に
本
学
油
画
分
野
ゼ
ミ
室
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ペ
ン
ダ
ン
ト
・
ス
ト
ラ
ッ

プ
は
多
数
の
メ
デ
ィ
ア
に
取
り

上
げ
ら
れ
る
な
ど
し
て
人
気

商
品
と
な
り
、生
産
が
追
い
つ

か
な
い
事
情
を
受
け
、油
画

分
野
学
生
の
松
谷
め
ぐ
み
さ

ん
が
中
心
と
な
っ
て
絵
付
け
を

手
伝
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
企

画
し
、実
現
に
至
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
油
画
分
野
の
学

生
の
み
な
ら
ず
、短
大
・
四
大

と
分
野
を
越
え
た
有
志
30

名
以
上
の
学
生
が
集
ま
り
ま

造
形
学
科
染
織
研
究
室
の
現
４
回
生（
当
時
３
回
生
）８
名
ら
が
、昨
年
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

東
伸
工
業
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
エ
コ
バ
ッ
グ
を
制
作
し
、4
月
4
日（
水
）〜
10
日（
火
）ま
で
日
本
橋
三
越
で
展
示
し
ま
し
た
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
内
容
に
つ
い
て
、担
当
教
員
の
上
田
香
先
生
に
お
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

　
「
そ
も
そ
も
の
始
ま
り
は

東
伸
工
業（
捺
染
機
メ
ー
カ
ー
）

の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
染
織

の
学
生
が
参
加
し
た
際
、仕

事
で
訪
問
さ
れ
て
い
た
日
本

橋
三
越
紳
士
服
事
業
部
の

方
か
ら
、『
世
界
で
も
屈
指
の

イ
ン
ク
ジ
ェッ
ト
プ
リ
ン
ト
技
術

と
称
さ
れ
る
東
伸
工
業
の
技
術

と
、芸
大
生
の
自
由
な
発
想

の
デ
ザ
イ
ン
で
な
に
か
新
し
い

も
の
を
作
れ
な
い
か
』と
い
う

話
し
を
い
た
だ
い
た
事
が
き
っ

か
け
で
し
た
。以
前
よ
り
染

織
研
究
室
で
は
、デ
ジ
タ
ル
プ

リ
ン
ト
の
授
業
を
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
に
加
え
た
い
と
い
う
思
い
が

あ
っ
た
の
で
、３
回
生
の
授
業

に
組
み
込
む
形
で
こ
の
企
画

を
進
め
ま
し
た
。」

―

具
体
的
に
ど
ん
な
授
業
内

容
だ
っ
た
の
で
す
か

　
「
基
本
的
な
デ
ザ
イ
ン
に

関
し
て
は
染
織
の
教
員
で
指

導
を
行
い
ま
し
た
が
、東
伸

工
業
の
方
か
ら
も
技
術
指

導
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
た

り
、現
場
を
知
る
た
め
に
工

場
見
学
も
あ
わ
せ
て
実
施
し

ま
し
た
。ま
た
、三
越
の
方
に

も
商
品
開
発
の
観
点
か
ら

学
生
の
作
品
に
つ
い
て
ア
ド
バ

イ
ス
を
も
ら
っ
た
り
と
、有
意

義
な
授
業
と
な
り
ま
し
た

ね
。
普
段
の
研
究
テ
ー
マ
に

沿
っ
た
発
想
で
デ
ザ
イ
ン
を

考
え
る
学
生
も
い
れ
ば
新
た

な
テ
ー
マ
で
パ
タ
ー
ン
を
生
み

出
す
学
生
も
い
ま
し
た
。」

―

嵯
峨
芸
以
外
に
、他
の
専
門

学
校
の
学
生
に
も
デ
ザ
イ
ン

案
を
募
集
し
、そ
の
中
で
選
抜

し
た
結
果
、み
ご
と
嵯
峨
芸
の

学
生
３
人
の
デ
ザ
イ
ン
が
選

ば
れ
た
と
聞
き
ま
し
た

　
「
当
初
は
デ
ザ
イ
ン
案
に

対
し
て
具
体
的
な
プ
ラ
ン
は

決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、最
終
的
に
選
ば
れ
た
本

学
３
人
の
デ
ザ
イ
ン
を
基
に
、

エ
コ
バ
ッ
グ
を
作
り
期
間
限
定

で
日
本
橋
三
越
の
紳
士
服

売
り
場
に
展
示
・
配
布（
1

万
円
以
上
購
入
者
の
み
）す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。ま

た
、ナ
イ
ロ
ン
地
に
プ
リ
ン
ト

し
た
学
生
の
デ
ザ
イ
ン
パ
タ
ー

ン
を
合
わ
せ
て
展
示
し
、人

気
投
票
を
行
い
１
位
に
な
っ

た
デ
ザ
イ
ン
を
ブ
ル
ゾ
ン
と
し

て
販
売
す
る
予
定
で
す
。」

―

こ
れ
か
ら
社
会
に
出
る
学

生
に
と
っ
て
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
大
き
な
意
味
が
あ
っ

た
の
で
は
な
い
で
す
か

　
「
学
生
と
企
業
と
の
連
携

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
い
う
の
は
、学

し
た
。船
越
レ
デ
ィ
ー
ス
の
み

な
さ
ん
に
ま
ず
は
自
己
紹
介

し
て
い
た
だ
き
、
絵
付
け
制

作
方
法
の
説
明
後
、さ
っ
そ

く
作
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。

船
越
レ
デ
ィ
ー
ス
の
み
な
さ
ん

は
、会
話
を
楽
し
み
な
が
ら

も
、さ
ま
ざ
ま
な
感
性
で
仕

上
が
っ
て
い
く
学
生
の
作
品

を
見
て
、「
絵
に
そ
れ
ぞ
れ
の

個
性
が
あ
っ
て
面
白
い
し
、作

業
が
と
て
も
早
い
！ 

さ
す
が

芸
大
生
で
す
ね
。」と
感
心
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

絵
付
け
完
成
後
は
、仕
上

が
っ
た
作
品
を
並
べ
て
鑑
賞

し
な
が
ら
船
越
レ
デ
ィ
ー
ス
の

み
な
さ
ん
に
質
問
タ
イ
ム
。津

波
に
よ
る
被
害
が
深
刻
だ
っ

た
船
越
で
は
地
元
の
復
興
市

で
販
売
さ
れ
る
こ
の
ア
ク
セ
サ

リ
ー
の
収
益
が
貴
重
な
収
入

源
に
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

始
終
和
や
か
な
ム
ー
ド
で

行
わ
れ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に

参
加
者
も
感
謝
の
こ
と
ば
を

述
べ
、無
事
成
功
に
終
わ
り

ま
し
た
。参
加
し
た
学
生
は
、

絵
付
け
を
手
伝
い
な
が
ら
船

越
レ
デ
ィ
ー
ス
の
み
な
さ
ん
と

話
し
を
す
る
な
か
で
、そ
れ
ぞ

れ
が
な
に
か
心
に
感
じ
得
る

も
の
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

造形学科

油画分野の
活動に注目！

仕上がった作品を並べて一日の感想を述べる船越レディースのみなさん。

造形学科

染織研究室の
活動に注目！

東伸工業工場見学の様子

展示されたエコバッグ。
右から岡根安奈さん、野口結衣さん、友寄万梨奈さんの作品。

<開催概要>

イベント名： 「船越レディースを応援すっぺ！被災地とアートでつながろう」

日　　　　時： 4月18日(水)15：40～18：00頃

場　　　　所： 京都嵯峨芸術大学 造形学科 油画分野ゼミ室

実施スタッフ： 松谷 めぐみ(京都嵯峨芸術大学 造形学科 油画分野３回生)

 伊東 慎吾(Team SAKE)

参　 加 　者： 学内有志の学生

ゲ　 ス 　ト： 船越レディース（五十音順） 阿部 ひろ子さん、伊勢 安子さん、

 生出 貞子さん、中里 好子さん、中里 良子さん

生
に
と
っ
て
非
常
に
勉
強
に

な
る
反
面
、商
業
的
な
目
的

が
絡
ん
で
く
る
と
難
し
い
部

分
も
あ
り
ま
す
。今
回
は
、エ

コ
バ
ッ
グ
と
し
て
展
示
・
配
布

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

企
業
の
方
と
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
り
な
が
ら
学
生
自
身

が
上
手
に
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
参
加
し
て
く
れ
た
と
感
じ

て
い
ま
す
。」

　

今
後
は
、絞
り
産
業
が
盛

ん
な
有
松（
愛
知
県
）で
新
た

な
活
動
計
画
を
立
て
、地
域

や
社
会
と
関
わ
る
形
で
授
業

を
展
開
し
た
い
と
話
す
上
田

先
生
。こ
れ
か
ら
も
素
敵
な

活
動
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

企
業
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

エ
コ
バ
ッ
グ
を
東
京
・日
本
橋
三
越
で
展
示

CLOSE
UP!
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2
0
1
1
年
度

収
支
決
算
報
告

2
0
1
2
年
度

予
算
編
成

基
本
方
針
・

収
支
予
算
書

　

大
学
は
、学
生
か
ら
納
付
さ

れ
た
授
業
料
等
の
学
納
金
と
国

庫
補
助
金
を
大
き
な
収
入
源
と

し
て
お
り
、そ
の
他
、種
々
の
手

数
料
や
寄
付
金
を
加
え
て
、学

生
の
教
育
や
課
外
活
動
、教
員

の
研
究
活
動
、地
域
社
会
と
の

連
繋
事
業
等
に
か
か
る
経
費
を

賄
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、日
々
の

教
育
研
究
活
動
を
支
え
る
校
舎

の
安
全
性
・
利
便
性
確
保
や
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
を
は
じ
め
と
す
る

設
備
の
更
新
、拡
充
の
た
め
に

投
資
し
た
り
、将
来
に
向
け
て

の
積
立
を
行
っ
た
り
し
ま
す
。

既
に
ご
存
知
の
通
り
、少
子
化

に
よ
る
学
生
数
減
少
と
い
う
厳

し
い
環
境
に
加
え
て
、1
0
0

年
に
1
度
と
い
わ
れ
る
経
済
不

況
か
ら
よ
う
や
く
回
復
の
兆
し

が
見
え
て
き
た
矢
先
に
、東
日

本
を
襲
う
大
震
災
や
福
島
原
発

事
故
に
見
舞
わ
れ
、学
生
や
大

学
を
取
り
巻
く
経
済
環
境
は
い

ま
だ
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。こ
の
よ
う
な
中
で
本
学

園
は
昨
年
、創
立
40
周
年
を
祝

い
、先
輩
諸
氏
が
営
々
と
築
か

れ
て
き
た
礎
の
上
に
、今
後
も

さ
ら
な
る
発
展
を
続
け
て
い
く

こ
と
を
心
新
た
に
決
意
し
ま
し

た
。こ
こ
で
は
新
た
な
ス
タ
ー

ト
ラ
イ
ン
に
立
っ
た
大
学
の
概

要
を
関
係
者
の
皆
さ
ん
に
ご
説

明
い
た
し
ま
す
。

　

資
金
収
支
計
算
書
は
、1
年

間
の
諸
活
動
に
対
応
す
る
す
べ

て
の
収
入
と
支
出
の
内
容
と
資

金
の
顛
末
を
表
す
計
算
書
で
す
。

ま
た
消
費
収
支
計
算
書
は
１
年

間
の
学
校
の
消
費
収
入
と
消
費

支
出
の
内
容
と
均
衡
の
状
態
を

明
ら
か
に
す
る
も
の
で
、企
業

会
計
で
い
う
損
益
計
算
書
に
あ

た
り
ま
す
。大
学
は
利
益
を
追

求
す
る
営
利
団
体
で
は
な
い
の

で
、利
益
を
出
す
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
せ
ん
が
、収
支
の

バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
た
安
定
し
た

経
営
が
望
ま
れ
ま
す
。貸
借
対

照
表
は
、年
度
末
の
資
産
と
負

債
、正
味
財
産
の
状
況
を
示
し

て
い
ま
す
。

　

主
だ
っ
た
科
目
に
つ
い
て
も

簡
単
に
説
明
し
ま
す
と
、学
生

生
徒
等
納
付
金
収
入
は
文
字
通

り
、学
生
か
ら
徴
収
し
た
学
費

で
す
。手
数
料
収
入
は
入
学
検

定
料
や
証
明
手
数
料
、華
道
免

許
等
申
請
手
数
料
な
ど
が
含
ま

れ
ま
す
。寄
付
金
収
入
は
今
年

度
の
場
合
40
周
年
記
念
募
金
の

額
。通
常
は
教
育
施
設
・
設
備
拡

充
資
金
と
し
て
募
集
し
て
い
る

も
の
で
す
。補
助
金
収
入
は
国

と
地
方
公
共
団
体
か
ら
の
補
助

金
で
す
。資
産
運
用
収
入
は
受

取
利
息
や
施
設
利
用
料
の
収
入

で
す
。事
業
収
入
は
各
種
団
体

か
ら
の
受
託
事
業
に
よ
る
収
入

や
生
涯
学
習
講
座
収
入
な
ど
が

含
ま
れ
ま
す
。雑
収
入
の
主
な

も
の
は
退
職
金
財
団
に
積
立
て

た
積
立
金
で
、退
職
金
の
支
払

に
あ
て
ま
す
。前
受
金
収
入
と

は
次
年
度
分
の
授
業
料
で
前
年

度
に
受
け
入
れ
た
額
を
い
い
ま

す
。学
校
会
計
で
は
前
年
度
の

前
受
金
を
資
金
収
入
調
整
勘
定

の
中
で
差
し
引
い
て
調
整
し
て

い
ま
す
。人
件
費
支
出
に
は
専

任
教
職
員
・
非
常
勤
講
師
、役
員

ほ
か
す
べ
て
の
人
件
費
と
退
職

金
が
こ
れ
に
含
ま
れ
ま
す
。教

育
研
究
経
費
支
出
は
学
校
本
来

の
事
業
で
あ
る
教
育
研
究
活
動

を
支
え
る
す
べ
て
の
経
費
の
こ

と
で
、消
耗
品
費
や
光
熱
水
費
、

通
信
運
搬
費
、修
繕
費
、支
払
手

数
料
、奨
学
金
な
ど
に
分
か
れ

て
い
ま
す
。管
理
経
費
支
出
も

同
様
に
分
か
れ
て
い
ま
す
が
、中

身
は
法
人
運
営
業
務
や
人
事
に

係
る
費
用
・
学
生
募
集
・
広
報
の

経
費
が
主
で
す
。借
入
金
等
利
息

支
出・借
入
金
等
返
済
支
出
は
文

字
通
り
、返
済
し
た
借
入
金
利
息

と
元
金
の
こ
と
で
す
。施
設
関
係

支
出
は
建
物
や
構
築
物
、設
備
関

係
支
出
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
視

聴
覚
機
器
、図
書
な
ど
へ
の
新

た
な
投
資
額
で
す
。

　

消
費
収
支
計
算
書
の
消
費
収

入
の
部
は
、資
金
収
支
計
算
書

の
学
生
生
徒
等
納
付
金
収
入
か

ら
雑
収
入
ま
で
と
ほ
ぼ
同
じ
で
、

寄
付
金
収
入
に
現
物
寄
付
金
の

額
が
新
た
に
加
算
さ
れ
て
い
ま

す
。資
金
収
支
計
算
書
の
よ
う

に
借
入
金
等
を
含
ま
ず
、学
校

法
人
の
負
債
と
な
ら
ず
す
べ
て

学
校
に
帰
属
す
る
収
入
と
い
う

意
味
で
帰
属
収
入
と
い
い
ま
す
。

施
設
設
備
の
充
実
に
あ
て
る
た

め
の
基
本
金
を
予
め
帰
属
収
入

か
ら
差
し
引
い
た
残
り
を
、大

学
が
1
年
間
の
消
費
に
あ
て
ら

れ
る
収
入
と
し
て
消
費
収
入
と

い
い
ま
す
。一
方
、消
費
収
支
計

算
書
の
消
費
支
出
の
部
は
、資

金
収
支
計
算
書
の
人
件
費
か
ら

借
入
金
等
利
息
ま
で
と
ほ
ぼ
同

じ
内
容
で
す
が
、教
育
研
究
経

費
と
管
理
経
費
に
そ
れ
ぞ
れ
過

去
に
取
得
し
た
建
物
や
機
器
備

品
の
減
価
償
却
額
を
経
費
と
し

て
加
え
て
い
ま
す
。そ
の
他
、古

く
な
っ
た
資
産
を
処
分
し
た
こ

と
に
よ
る
費
用（
資
産
処
分
差

額
）や
徴
収
不
能
引
当
金
へ
の

繰
入
額
、徴
収
不
能
額
を
計
上

し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
昨
年
度
は
、既
に
前

年
度
に
本
部
キ
ャ
ン
パ
ス
の

耐
震
化
、バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
な

ど
の
環
境
整
備
事
業
を
終
え
、

40
周
年
記
念
事
業
と
し
て
は

4
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
講
演

会
、シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、展
覧
会
、公

開
討
論
会
を
実
施
し
、11
月
に
は

大
嵐
芸
祭
・
地
域
交
流
会
を
実

施
し
ま
し
た
。ま
た
、展
覧
会
に

併
せ
て
教
員
作
品
・
研
究
フ
ァ

イ
ル
、40
周
年
記
念
誌「
京
都
嵯

峨
芸
術
大
学
の
歩
み
」を
刊
行

し
ま
し
た
。ま
た
施
設
設
備
関

係
で
は
、大
学
・
短
期
大
学
部
の

学
内
再
編
に
伴
う
教
室
と
機
器

の
整
備
、厨
房
ボ
イ
ラ
・
屋
外

キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
・
管
理
棟
エ
レ

ベ
ー
タ
等
の
更
新
、図
書
館
入

退
館
シ
ス
テ
ム
の
設
置
等
を
行

い
ま
し
た
。

　

次
に
こ
れ
ら
諸
事
業
を
踏
ま

え
た
財
政
状
況
に
つ
い
て
ご
説

明
し
ま
す
。

　

資
金
収
支
計
算
書
の
収
入
の

部
で
は
、前
受
金
を
除
い
て
ほ

ぼ
す
べ
て
の
科
目
が
予
算
超
過

で
終
え
ま
し
た
。個
別
に
は
学

納
金
と
前
受
金
収
入
は
学
生
数

の
減
少
の
結
果
、減
少
傾
向
に

あ
り
ま
す
。手
数
料
収
入
は
や

や
前
年
度
に
比
べ
増
加
し
ま

し
た
。寄
付
金
収
入
は
40
周
年

記
念
募
金
を
実
施
し
た
結
果
、

個
人
、団
体
と
も
多
く
の
ご
協

力
を
得
て
例
年
よ
り
大
き
く
増

加
し
ま
し
た
。補
助
金
収
入
は

前
年
度
に
受
け
入
れ
た
耐
震
改

修
・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
補
助
金
が

な
い
た
め
大
き
く
減
少
し
て
い

ま
す
が
、経
常
費
補
助
金
と
し

て
は
昨
年
度
よ
り
増
加
し
ま
し

た
。一
方
支
出
の
部
で
も
、す
べ

て
の
科
目
が
予
算
内
執
行
に
収

ま
り
ま
し
た
。特
に
一
つ
ひ
と

つ
の
事
業
に
係
る
経
費
の
見
直

し
と
節
減
の
努
力
に
よ
り
教
育

研
究
経
費
、管
理
経
費
が
大
幅

に
減
少
し
ま
し
た
。教
育
研
究

経
費
全
体
の
額
は
減
少
し
ま
し

た
が
、奨
学
金
に
あ
て
る
奨
学

費
は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

そ
の
結
果
、次
年
度
繰
越
支
払

資
金
は
前
年
度
よ
り
約
3
億
5

千
万
円
増
加
し
ま
し
た
。

　

帰
属
収
支
計
算
書
で
は
、帰

属
収
入
は
す
べ
て
予
算
超
過
で

終
え
、帰
属
収
入
合
計
は
15
億

9
千
4
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

基
本
金
組
入
額
は
古
い
機
器
の

除
却
等
に
よ
っ
て
予
算
よ
り
も

8
百
万
円
減
の
6
千
4
百
万
円

と
な
り
、こ
れ
を
差
し
引
い
た

消
費
収
入
の
部
合
計
は
予
算
よ

り
2
千
万
円
増
の
15
億
3
千
万

円
と
な
り
ま
し
た
。消
費
支
出

の
部
も
資
金
収
支
と
ほ
ぼ
同
様

の
状
況
に
よ
り
ほ
ぼ
予
算
内
執

行
と
な
り
ま
し
た
が
、な
か
な

か
好
転
し
な
い
社
会
経
済
状
況

を
反
映
し
て
、学
生
の
学
費
納

入
状
況
に
不
安
定
さ
が
増
し
て

お
り
、徴
収
不
能
引
当
金
繰
入

額
が
予
算
超
過
し
ま
し
た
。消

費
支
出
は
予
算
よ
り
3
千
4
百

万
円
減
の
16
億
5
千
8
百
万
円

で
、消
費
支
出
超
過
額
は
1
億

2
千
7
百
万
円
、予
算
よ
り
は

5
千
4
百
万
円
改
善
し
て
決
算

を
終
え
ま
し
た
。年
度
当
初
見

込
み
よ
り
改
善
し
た
と
は
い
え
、

基
本
金
組
入
れ
前
の
帰
属
収
入

と
消
費
支
出
の
比
較（
帰
属
収

支
差
額
）で
4
年
ぶ
り
に
6
千

3
百
万
円
の
赤
字
と
な
り
ま
し

た
。次
年
度
に
向
け
て
早
急
に

改
善
へ
の
取
組
が
必
要
で
す
。

　

年
度
末
の
資
産
と
負
債
等
の

状
況
は
、貸
借
対
照
表
の
通
り
、

93
億
3
千
万
円
の
資
産
を
有
し
、

そ
の
う
ち
負
債
は
14
億
4
千
万

円
で
、正
味
財
産
は
78
億
9
千

万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。負
債

の
う
ち
借
入
金
は
3
億
3
千
8

百
万
円
で
、計
画
通
り
返
済
を

進
め
て
い
ま
す
。（
経
理
課
）

【
平
成
24
年
度
予
算
編
成
基
本

方
針
】（
平
成
23
年
9
月
30
日
理

事
会
決
定
）

1
．学
生
募
集
活
動
、広
報
活
動 

　

の
強
化

2
．学
生
の
就
職
お
よ
び
進
路

　

支
援
の
強
化

3
．教
職
員
の
能
力
・
意
欲
を
評

　

価
す
る
制
度
検
討

4
．現
行
給
与
制
度
・
諸
手
当
等

　

の
改
正
検
討

5
．地
域
連
携
を
基
本
と
し
た

　

文
化
諸
事
業
の
展
開

6
．外
部
資
金
獲
得
を
目
指
す

　

取
り
組
み

7
．省
エ
ネ
に
よ
る
経
費
削
減

　

の
推
進

消費収入の部

学生生徒等納付金
手数料
寄付金
補助金
資産運用収入
事業収入
雑収入
帰属収入合計
基本金組入額合計
消費収入の部合計

消費支出の部

人件費
教育研究経費
管理経費
借入金等利息
徴収不能引当金繰入額
徴収不能額
〔予備費〕
消費支出の部合計

科　　目 予　　算 予　　算科　　目
1,257,770
17,500
8,000

152,567
1,632
23,631
146,874
1,607,974
△  53,475
1,554,499

1,000,775
440,899
145,922
4,997
2,699

0
10,000

1,605,292

【2012（平成24）年度　消費収支予算書】 （単位：千円）

収入の部

学生生徒等納付金収入
手数料収入
寄付金収入
補助金収入
資産運用収入
事業収入
雑収入
前受金収入
その他の収入
資金収入調整勘定
前年度繰越支払資金
収入の部合計

消費支出の部

人件費支出
教育研究経費支出
管理経費支出
借入金等利息支出
借入金等返済支出
施設関係支出
設備関係支出
その他の支出
〔予備費〕
資金支出調整勘定
次年度繰越支払資金
支出の部合計

科　　目 予　　算 予　　算科　　目
1,257,770
17,500
7,000

152,567
1,632
23,631
146,874
486,650
70,071

△ 657,997
1,481,047
2,986,745

1,017,335
252,741
135,670
4,997
46,656

0
8,497
47,587
10,000

△  46,882
1,510,144
2,986,745

【2012（平成24）年度　資金収支予算書】 （単位：千円）

資産の部

固定資産
流動資産
資産の部合計

負債・基本金・消費収支差額の部

固定負債
流動負債
負債の部合計
基本金
消費収支差額
負債・基本金・消費
収支差額の部合計

科　　目 金　　額 金　　額科　　目
7,818,856
1,517,162
9,336,018

913,822
533,918
1,447,740
11,180,872
△3,292,594

9,336,018

〈貸借対照表〉　2012（平成24）年3月31日 （単位：千円）

〈消費収支計算書〉　2011（平成23）年4月1日～2012（平成24）年3月31日（単位：千円）
消費収入の部

学生生徒等納付金
手数料
寄付金
補助金
資産運用収入
事業収入
雑収入
帰属収入合計
基本金組入額合計
消費収入の部合計

科　　目 予　　算 決　　算 差　　異
1,284,156
17,660
39,773
176,112
1,632
23,631
39,577

1,582,541
△  72,183
1,510,358

1,287,505
18,512
43,241
176,111
2,487
25,565
41,271

1,594,692
△  64,104
1,530,587

△  3,349
△　　 852
△　 3,468

1
△      855
△   1,934
△   1,694
△ 12,151
△   8,079
△ 20,229

消費支出の部

人件費
教育研究経費
管理経費
借入金等利息
資産処分差額
徴収不能引当金繰入額
徴収不能額
〔予備費〕
消費支出の部合計
当年度消費支出超過額
前年度繰越消費支出超過額
翌年度繰越消費支出超過額
帰属収支差額

科　　目 予　　算 決　　算 差　　異
1,001,130
497,838
173,066
5,269
1,656
6,999
6,450

（10,000）0
1,692,408
182,050
3,165,024
3,347,074
△ 109,867

1,000,454
473,917
160,528
5,269
1,486
10,053
6,450

1,658,157
127,570
3,165,024
3,292,594
△  63,465

676
23,921
12,538

0
170

△   3,054
0
0

34,251

〈資金収支計算書〉　2011（平成23）年4月1日～2012（平成24）年3月31日（単位：千円）
収入の部

学生生徒等納付金収入
手数料収入
寄付金収入
補助金収入
資産運用収入
事業収入
雑収入
前受金収入
その他の収入
資金収入調整勘定
前年度繰越支払資金
収入の部合計

科　　目 予　　算 決　　算 差　　異
1,284,156
17,660
38,773
176,112
1,632
23,631
39,577
485,122
349,238

△ 465,086
1,126,751
3,077,566

1,287,505
18,512
41,574
176,111
2,487
25,565
41,271
421,133
349,949

△ 453,607
1,126,751
3,037,251

△　3,349
△　　852
△　2,801

1
△　　855
△　1,934
△　1,694
63,989

△　　711
△　11,479

0
40,315

支出の部

人件費支出
教育研究経費支出
管理経費支出
借入金等利息支出
借入金等返済支出
施設関係支出
設備関係支出
その他の支出
〔予備費〕
資金支出調整勘定
次年度繰越支払資金
支出の部合計

科　　目 予　　算 決　　算 差　　異
1,042,463
292,271
162,695
5,269
42,768
22,456
22,410
53,074

（10,000）0
△  46,887
1,481,047
3,077,566

1,041,787
267,532
150,382
5,269
42,768
22,361
21,859
49,178

△  36,675
1,472,790
3,037,251

676
24,739
12,313

0
0
95
551
3,896
0

△　10,212
8,257
40,315

大
覚
寺
次
期

門
跡
が
決
定

　

本
学
の
経
営
母
体
で
あ
る
大

本
山
・
大
覚
寺
は
、任
期
満
了

で
退
任
す
る
下
泉
恵
尚
門
跡

後
任
の
次
期
門
跡
と
し
て
、黒

沢
全
紹
氏
の
就
任
が
決
定
し
ま

し
た
。任
期
は
2
0
1
2
年
7
月

か
ら
4
年
間
と
な
り
ま
す
。ま

た
、同
氏
は
門
跡
就
任
に
合
わ
せ

て
本
学
名
誉
学
長
に
就
任
し
ま

す
こ
と
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

（
総
務
課
）

本
学
監
事
が

2
0
1
2
年

春
の
叙
勲
を
受
章

　

本
学
園
の
監
事
を
務
め
る

寺
田
武
彦
氏
が
、2
0
1
2

年
春
の
叙
勲「
旭
日
小
綬
章
」

（
4
月
29
日
付
）を
受
章
さ
れ

ま
し
た
。（
総
務
課
）
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TOP
ICS

　

2
0
1
2
年
3
月
卒
業
生

の
大
卒
求
人
倍
率
は
、1.
23
倍

と
な
り
、企
業
の
求
人
総
数
が

前
年
比
3.
8
％
減
の
55
万
9

千
人
に
落
ち
込
む
な
ど
依
然

と
し
て
厳
し
い
経
済
環
境
が

続
い
て
い
ま
す
。新
規
雇
用
を

抑
制
す
る
動
き
が
継
続
す
る

状
況
下
で
本
学
学
生
の
就
職

活
動
は
、相
変
わ
ら
ず
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
系
の
企
業
に
人
気
が

集
中
し
て
お
り
、採
用
選
考
で

は
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
は
じ

め
実
技
試
験
や
課
題
制
作
を

重
視
し
た
作
品
審
査
が
多
く
、

作
品
の
完
成
度
を
評
価
す
る

傾
向
で
す
。内
定
を
勝
ち
取
っ

2
0
1
1
年
度

就
職
概
況

入
試
説
明
会

シ
ー
ズ
ン
到
来

た
学
生
は
、イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
や
学
内
講
座
な
ど
に
積
極

的
に
参
加
し
、「
必
ず
就
職
す

る
」と
い
う
意
識
が
表
れ
て
い

ま
す
。

　

今
年
度
の
就
職
状
況
は
、

卒
業
者
に
対
す
る
就
職
希
望

者
の
比
率
が
60.
9
％
、就
職
希

望
者
に
対
す
る
就
職
決
定
者
の

比
率
が
72.
4
％
と
な
り
、就
職

決
定
者
の
比
率
が
前
年
よ
り

10.
8
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
ま
し

た
。制
作
活
動
を
中
心
に
考
え

て
い
る
学
生
が
多
く
、就
職

活
動
の
開
始
が
遅
く
な
る

傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　

本
学
で
は
卒
業
後
も
継
続

し
て
就
職
支
援
を
行
な
っ
て

お
り
、希
望
者
の
サ
ポ
ー
ト
に

努
め
て
い
ま
す
。（
キ
ャ
リ
ア

支
援
課
）

教員・在学生の活躍附属機関

　

今
年
度
も
、他
の
芸
術
系
大

学
と
合
同
で
行
わ
れ
る
説
明

会
や
高
校
内
・
美
術
研
究
所
内

の
説
明
会
な
ど
全
国
各
地
で

開
催
さ
れ
る
入
試
説
明
会
に

参
加
し
ま
す
。説
明
会
で
は
、

入
試
ス
タ
ッ
フ
を
中
心
に
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
の
概
要
や
学
生

生
活
、就
職
や
奨
学
金
の
内

容
な
ど
に
加
え
、オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
、オ
ー
プ
ン
ク

ラ
ス
な
ど
イ
ベ
ン
ト
の
情
報

提
供
も
行
っ
て
い
き
ま
す
。

（
入
試
課
）

大
覚
寺
で

陶
花
器
と

挿
花
の

コ
ラ
ボ
展
開
催

本
学
学
生
が

人
権
啓
発
の

ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル

を
デ
ザ
イ
ン

　

附
属
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
、2
0
1
2

年
3
月
〜
4
月
に
か
け
て
2
つ

の
展
覧
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
2
0
1
1
度
生
涯
学
習
講
座
受

講
生
作
品
展
」で
は
生
涯
学
習

講
座「
も
の
づ
く
り
講
座
」の
受

講
生
が一
年
間
の
成
果
を
発
表
、

約
80
点
の
力
作
が
揃
い
ま
し
た
。

4
月
2
日
〜
22
日
の「
京
都
嵯
峨

芸
術
大
学
の
先
人
達
第
5
回 

林
潤
一
展
」で
は
、初
期
の
作
品
か

ら
近
年
の
作
品
ま
で
13
点
を
展
示

し
ま
し
た
。会
期
中
は
第
一
期
卒

業
生
か
ら
今
年
入
学
し
た
新
入
生

の
み
な
さ
ん
、生
涯
学
習
講
座
受
講

生
の
方
々
、入
学
式
に
来
ら
れ
た
保

博
物
館
・

ギ
ャ
ラ
リ
ー

企
画
報
告

地域連携 告知

2
0
1
2
年
度

オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
情
報

有
馬
玩
具

博
物
館
に

学
生
作
品
寄
贈

　
「
嵯
峨
野
の
自
然
を
飾
る

｜
花
・
嵯
峨
・
陶
」の
コ
ラ
ボ
展
が

2
0
1
2
年
4
月
13
日（
金
）〜

15
日（
日
）に
か
け
て
、旧
嵯
峨
御
所

大
覚
寺
門
跡
の
宸
殿
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
展
覧
会
で
は「
嵯
峨
野
」を

テ
ー
マ
に
、挿
花
を
い
け
ば
な
嵯

峨
御
流
、陶
花
器
を
京
都
嵯
峨

芸
術
大
学
の
卒
業
生
・
在
学
生
が

担
当
し
た
共
同
制
作
作
品
が
展
示

さ
れ
、多
く
の
拝
観
者
の
み
な
さ

ん
が
、そ
の
作
品
と
ロ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
素
晴
ら
し
さ
に
魅
了
さ
れ
て

い
ま
し
た
。（
文
化
事
業
課
）

　

2
0
1
2
年
度
の
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
は
、6
月
17
日（
日
）、

7
月
28
日（
土
）、7
月
29
日（
日
）、

9
月
30
日（
日
）に
開
催
し
、7
月

27
日（
金
）に
は
オ
ー
プ
ン
ク
ラ

ス
を
開
催
し
ま
す
。今
年
度
も
、教

職
員
と
学
生
で
組
織
し
た
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
オ
ー
プ
ン
キ

ャ
ン
パ
ス
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

4
月
29
日（
日
）に
開
催
さ
れ
た
今

年
度
最
初
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
で
は
、多
く
の
来
場
者
の
方
に

お
越
し
い
た
だ
き
賑
わ
い
を
み
せ

ま
し
た
。オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
、

オ
ー
プ
ン
ク
ラ
ス
を
通
し
て
、本

学
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
、少
し

で
も
受
験
生
を
増
や
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。（
入
試
課
）

　

第
40
回
卒
業・修
了
制
作
展
に
お

い
て
、同
窓
会
賞
を
受
賞
さ
れ
た
観

光
デ
ザ
イ
ン
学
科
中
俣
由
貴
乃
さ

ん
の
作
品「
S
O
R
E
Z
O
R
E
〜

見
る
人
に
よ
っ
て
変
化
す
る
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン
〜
」が
有
馬
玩
具
博
物

館（
兵
庫
）に
、寄
贈
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
作
品
は
、パ
ラ
パ
ラ
マ
ン
ガ

を
利
用
し
た
ア
ナ
ロ
グ
ベ
ー
ス
の

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
と
装
置
が
一
体

化
し
て
お
り
、鑑
賞
者
が
自
分
の
手

で
装
置
レ
バ
ー
を
回
す
こ
と
に
よ

り
、ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
速
度
が

調
節
で
き
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い

ま
す
。（
総
務
課
）

就職決定者数
就職未定
大学院進学
大学編入学
専攻科
専門学校
受験準備（公務員・教員・進学・他）
制作活動
アルバイト
その他
不明（最終「進路調査書」の提出なし）

進 

路 

内 

訳

人数（人） 比率
167
76
19
0
7
19
4
4
8
12
2
16

45.5％
11.4％
0％
4.2％
11.4％
2.4％
2.4％
4.8％
7.2％
1.2％
9.6％

2011年度　　卒業者数
短期大学部　（専攻科含む）

（大学院含む）

進 

路 

内 

訳

130
57
24
8
0
1
4
3
8
9
2
14

43.8％
18.4％
6.2％
0％
0.8％
3.1％
2.3％
6.2％
6.9％
1.5％
10.8％

2011年度　　卒業者数
就職決定者数
就職未定
大学院進学
大学編入学
専攻科
専門学校
受験準備（公務員・教員・進学・他）
制作活動
アルバイト
その他
不明（最終「進路調査書」の提出なし）

芸術学部 人数（人） 比率

　

2
0
1
1
年
度
観
光
デ
ザ
イ
ン

学
科
3
回
生
、「
構
想
」の
授
業（
担

当
教
員
：
森
本
武
教
授
）で
、人
権

意
識
の
改
善
と
い
う
観
点
か
ら
、

「
慈
悲
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、子
供

か
ら
大
人
ま
で
、ひ
と
を
思
い
や
る

心
を
育
成
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
付

し
た
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
を
デ
ザ
イ

ン
制
作
す
る
課
題
に
挑
み
ま
し
た
。

　

こ
の
授
業
の
中
か
ら
選
出
さ
れ

た
、福
本
紗
綾
、横
田
美
那
実
、並

木
康
輔
の
3
学
生
の
デ
ザ
イ
ン
の

ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
を
こ
の
ほ
ど
京

都
府
府
民
労
働
部
人
権
啓
発
推
進

室
と
森
本
研
究
室
の
共
同
で

3
0
0
0
部
製
造
し
、4
月
か
ら

広
く
京
都
府
民
に
配
布
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。（
総
務
課
）

護
者
の
方
々
、一
般
の
方
々
に
も
多

数
ご
来
館
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

附
属
博
物
館
で
は
4
月
2
日
〜

29
日
ま
で「
京
都
嵯
峨
芸
術
大
学

収
蔵
品
展　
〜
退
職
教
員
作
品
展

〜
」を
開
催
し
ま
し
た
。本
学
発
展

に
ご
尽
力
さ
れ
た
先
生
方
の
作
品

14
点
を
展
示
し
ま
し
た
。そ
れ
ぞ

れ
の
分
野
で
教
鞭
を
執
ら
れ
た
先

生
方
の
作
家
と
し
て
の
作
品
が
並

び
、学
生
の
創
作
意
欲
も
、刺
激
を

受
け
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
博
物
館
・ギ
ャ
ラ
リ
ー
課
）

大学報告

2
0
1
3
年
度

大
学
案
内

完
成
！

　

2
0
1
3
年
度
学
生
募
集

用
の
大
学
案
内
が
完
成
し
ま
し

た
。今
年
は
芸
術
学
部
と
短
期

大
学
部
の
冊
子
を
そ
れ
ぞ
れ
分

け
、さ
ら
に
在
学
生
の
生
活
ス
タ

イ
ル
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う「
L
i
fe
&
S
ty
le 

嵯
峨

的
生
活
」と
題
し
た
冊
子
を

あ
わ
せ
た
、合
計
３
冊
を
制
作
・

発
行
い
た
し
ま
し
た
。芸
術
学

部
と
短
期
大
学
部
の
冊
子
表

紙
に
は
空
押
し（
型
押
し
）を

あ
し
ら
い
、シ
ン
プ
ル
な
デ
ザ
イ

ン
な
が
ら
も
上
品
さ
と
伝
統
の

趣
を
演
出
し
ま
し
た
。ま
た

「
L
i
fe
&
S
ty
le 

嵯
峨

的
生
活
」は
女
性
比
率
が
高
い

芸
術
系
大
学
の
傾
向
を
鑑
み

て
、短
期
大
学
部
・
絵
本
領
域

の
神
谷
先
生
に
よ
る
イ
ラ
ス
ト

を
多
数
掲
載
し
、か
わ
い
ら
し

さ
や
女
性
的
な
目
線
で
レ
イ
ア

ウ
ト
し
た
誌
面
が
完
成
し
ま
し

た
。嵯
峨
芸
大
の
学
び
と
環

境
、そ
し
て
教
員
と
学
生
の

ま
な
ざ
し
を
伝
え
る
こ
の
大

学
案
内
が
今
年
度
の
学
生
募

集
に
役
立
つ
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。（
総
務
課
）

入
学
宣
誓
式
報
告

　

本
学
の
2
0
1
2（
平
成
24
）

年
度
入
学
宣
誓
式
を
4
月
2
日

（
月
）に
挙
行
い
た
し
ま
し
た
。服

部
理
事
長
、三
好
学
長
か
ら
式

辞
が
あ
り
、藤
原
教
育
後
援
会

会
長
か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。本
学
役
職
者
の
紹
介
後
、在

学
生
で
学
友
会
代
表
の
福
井
孝

騎
君
に
よ
る
歓
迎
の
言
葉
、短

期
大
学
部
美
術
学
科
マン
ガ
分

野
の
島
田
菜
未
さ
ん
に
よ
る
新

入
生
宣
誓
が
行
わ
れ
、初
々
し
い

空
気
の
中
、閉
式
い
た
し
ま
し

た
。な
お
、本
年
度
の
入
学
生
は

以
下
の
通
り
で
す
。（
総
務
課
）

○京都嵯峨芸術大学 大学院
　芸術研究科 6名

○京都嵯峨芸術大学 芸術学部
　造形学科 55名
　デザイン学科 86名
　小計 141名

○京都嵯峨芸術大学 短期大学部
　専攻科 6名
　美術学科 117名
　小計 123名

　合計 270名
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